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学学長長メメッッセセーージジ    

22001111 年年 33 月月 1111 日日 1144 時時 4466 分分 1188 秒秒（（日日本本時時間間））にに発発生生ししたた東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震、、いいわわゆゆるる東東日日本本大大震震災災は現在でも我が国に深刻な影響を与え
続けています。大地震の規模はマグニチュード 9.0 で、日本周辺における観測史上最大の地震であり、最大震度は震度７でした。この地震から約
１時間後に 14－15ｍの津波に襲われた東京電力福島第一原子力発電所は、壊滅的な被害を受け、大量の放射性物質漏洩を伴う重大な原子力事故に

発展しました。この震災被害は、今後日本という国が「エネルギーの確保をどうしていくのか」「エネルギーをどう効率的に使用していくのか」
という大きな問題提起になりました。 

ここううししたた状状況況のの中中、、静静岡岡大大学学はは東東日日本本大大震震災災にに対対すするる「「知知にによよるる貢貢献献」」をを果果たたすすたためめにに学学内内外外のの知知をを結結集集しし、、被被災災地地のの復復旧旧、、復復興興にに向向けけてて様様々々

なな角角度度かからら貢貢献献策策をを検検討討しし、、本本学学ににおおけけるる研研究究成成果果ににつついいてて情情報報発発信信をを行行ううととととももにに、、環環境境にに関関すするる諸諸規規制制をを遵遵守守しし、、22001100年年度度（（平平成成 2222年年度度））にに

策策定定ししたた「「ググリリーーンンキキャャンンパパスス構構築築指指針針・・行行動動計計画画 22001100--22001155」」にに基基づづいいたた環環境境にに対対すするる負負荷荷低低減減等等ああららゆゆるる面面ににおおいいてて、、環環境境保保全全にに努努めめてていいまますす。。 
 「グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015」は、第二期中期目標・中期計画（平成 22年度～平成 27年度）期間中における静岡大学の

環境配慮の取り組み目標の設定や詳細な行動計画、省エネルギー計画などを策定しています。 
特にエネルギー消費原単位（単位面積当たりのエネルギー消費量等）での削減ではなく、温温室室効効果果ガガスス総総排排出出量量（（CCOO２２換換算算））をを削削減減ししななけけれればばなな

ららなないいと考えており、静岡大学の環境配慮の取り組みの最重要目標として、温室効果ガス総排出量（CO２換算）の削減を掲げ、環境負荷低減に向け

たＰＤＣＡサイクルの取り組みや温室効果ガス排出量の削減、省エネルギー活動、自然エネルギー導入などを積極的に推進しています。 

22001144 年年度度（（平平成成 2266 年年度度））ににおおけけるる電電力力使使用用量量ににつついいててもも引引きき続続きき、、22001111 年年度度同同月月比比ママイイナナスス 1100％％のの節節電電目目標標をを各各部部局局毎毎にに設設定定しし、、毎毎月月のの団団地地

別別、、部部局局別別、、建建物物別別電電力力使使用用量量、、削削減減実実績績のの状状況況及及びび評評価価をを学学内内構構成成員員ににメメーールル配配信信すするるななどど、、電電力力使使用用量量削削減減にに向向けけたた取取りり組組みみをを実実施施ししてていいまま

すす。。  

  
こうした省エネルギーに対する取組を進める一方、静岡大学は高等教育機関として環境配慮に対し、地域社会との連携をとりながら、教育面、

研究面において積極的な取組みを行う等、環境保全活動における先導的役割を果たしております。環境に配慮した数多くの新技術・研究開発や生
物多様性に関する調査・研究を展開しています。さらに、地域コミュニケーションにおける活動は、地域社会で高く評価されるとともに定着して
きました。また、環境に関する多様な講義、「環境リーダープログラム（生態系保全と人間の共生・共存社会の高度化設計に関する環境リーダー

育成）」、「農業環境教育プロジェクト」、「静岡市環境大学」などは、本学が環境教育の分野で果たしてきている重要な活動でもあります。こ
うした活動を進めることによって、環境問題を通した人材育成に努めていきたいと考えています。 

静岡キャンパスは、起伏に富んだ広大な敷地の中に豊富な自然環境が残り、生物多様性の宝庫となっています。こうした豊かな自然環境も、大学

の保有する重要な資源として捉え、2009年（平成21年）6月から３年計画で本学の教職員と学生、ＮＰＯの会員による３者協働の生物調査を行いまし
た。この調査により、約500種の動物と650種の植物が記録され、標本の多くは分布の証拠としてキャンパスミュージアムに保管されています。大学
の南東側に隣接する静岡県立静岡南高等学校は、平成25年度から統合・廃校となり、跡地は県立自然史博物館「ふじのくに地球環境史ミュージアム」

として開設の予定です。本調査に全面的に協力頂いたＮＰＯ静岡県自然史博物館ネットワークは、その中核を担う組織であり、地域連携協同の良き
手本としてこの協力体制を一層発展させ、ＮＰＯと共に新しい博物館との共同歩調の第一歩になればと考えます。この貴重な大学の自然環境資源を
今後最大限に利用し、日常的な環境学習の場として活用し、また学内環境保全施策に供し、地域に広く開放していく足がかりにしたいと思っていま

す。 
 

 2008年（平成 20）年 3月から、新たに「自由啓発・未来創成」を本学のビジ

ョンに定め、気高い使命感と探究心に溢れた豊かな人間性をはぐくみ、人類の
平和・幸福と地球の未来のため、地域社会とともに発展していくとの力強い思
いを表明しております。今後は、この理念に沿って、本学の環境マネジメント

システムの確立により一層努めるとともに、継続的な改善を行い、環境に配慮
した、存在感のある大学を目指して、様々な活動を実施してまいります。 
 

２２００１１４４年年度度ののトトピピッッククスス    

平平成成２２６６年年度度  第第６６回回エエココ大大学学ラランンキキンンググでで「「５５つつ星星エエココ大大学学」」へへ  
「エコ大学ランキング」は NPO法人エコ･リーグが毎年夏期に全国の大学を

対象に実施する「大学における環境対策等に関する全国調査」に基づき、各大

学の環境対策の取り組み状況を評価するものです。今回 146校が調査に回答し
ました。静岡大学は、総合部門で最高評価を獲得し、「「５５つつ星星エエココ大大学学」」に選
ばれました。なお、総合部門で最高評価を獲得した大学は本学を含めて６校

（岩手大学、京都工芸繊維大学、三重大学、郡山女子大学、日本工業大学、静
岡大学）でした。 
「５つ星エコ大学」の受賞を機に、静岡大学における環境関連活動がより一

層発展して行くように、引き続き大学構成員の方々のご協力をお願いします。 

ここどどもも環環境境作作文文ココンンククーールル  

平成２６年度（２０１４年度）の「こども環境作文コンクール」（静岡県、静岡新聞社・静岡放送主

催）において静岡大学附属浜松中学校の大大村村瞬瞬也也（おおむら ときや）さんが県知事賞、静岡大学附属
浜松小学校の壬壬生生久久葵葵（みぶ ひさき）さんが静岡新聞社・静岡放送賞を受賞しました。 

「「静静岡岡市市環環境境大大学学」」  

「静岡市環境大学」は、市民の環境意識の向上と、よりよい環境を将来の世代へ継承できる人材の
育成を目指し、平成２３年度に開校いたしました。静岡大学では教育学部熊野善介教授を中心とし
て、主催の静岡市に協力し、この「環境大学」におけるカリキュラムの作成、講師の派遣を行って

います。 
この大学では、受講生は、環境全般に
ついて専門的な知識を身につけ、修了

後は、地域や小中学校などで行う環境
学習、静岡市廃棄物減量等推進員・不
法投棄監視員の研修会などの講師とな

り、環境学習のリーダーとして活躍し
ていくことを目指しています。 

静岡大学長 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%9B%BB%E5%8A%9B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%BE%E5%B0%84%E6%80%A7%E7%89%A9%E8%B3%AA
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環環境境方方針針    

基基本本理理念念  
１）人と自然と地球が共生する持続可能な社会の構築を目指し、次世代により良い環境を引き継ぐため、大学が果たすべき役割の重要性・社会

的責任を認識し、本学における教育・研究・地域連携等のあらゆる面において、環境負荷の低減に資する環境保全活動を推進する。 
 ２）学生・生徒・児童等に対する環境教育を通じて環境配慮活動を実践し、環境に配慮する人材を育成するとともに、かけがえのない地球環

境・キャンパス環境・生物多様性を守る環境保全等の調査・研究に積極的に取り組み、全ての生命が安心して暮らせる未来づくりに貢献
する。 

基基本本方方針針  
１）本学におけるすべての教育・研究・地域連携活動から発生する環境に対する負荷の低減等環境保全に努める。 

２）環境教育の充実、実践を通じ環境に配慮する人材を育成するとともに、地域社会との連携参加、環境保全活動、環境負荷低減活動を積極的
に推進する。 

３）地球環境・キャンパス環境・生物多様性を守る環境保全等の調査・研究を積極的に展開する。 

４）環境に関する規制を遵守するとともに、この環境方針を達成するための環境配慮目標及び行動計画を策定し、教職員・学生・生徒・児童及
び静岡大学生協職員と協力して、これらの達成を図る。 

５）環境マネジメントの効率的推進を図るとともに、ＰＤＣＡサイクル等に基づく実施状況・達成状況を点検評価し、継続的な改善を図る。 

ググリリーーンンキキャャンンパパスス構構築築指指針針・・行行動動計計画画    

「「ググリリーーンンキキャャンンパパスス構構築築指指針針・・行行動動計計画画 22001100--22001155」」策策定定のの主主旨旨  
2010年（平成 20年）1月、施設・環境マネジメン卜委員会の下に「環境報告書作業部会」を立ち上げ、第一期中期目標・中期計画の最終年度で

ある 2009 年度（平成 21 年度）における環境に配慮した事業活動に関する情報を公開するための「環境報告書 2010」を作成し、ＰＤＣＡサイクル

を基本とした各環境配慮の取り組み目標に関する評価・分析を行いました。また、第二期中期目標・中期計画では「グリーンキャンパスを目指し、
省エネルギー、代替エネルギー等、環境に配慮した施設設備を整備する」ことを掲げています。 
第二期中期目標・中期計画期間中の環境配慮の取り組みを効率的・効果的に実施するには、目目標標やや行行動動計計画画ななどどをを明明確確にに示示すすここととがが大大切切であり、

この「グリーンキャンパス構築指針・行動計画」に基づき、ステークホルダーが限られた財源を最大限に活用しつつ、地球温暖化防止対策・環境
負荷低減対策などを継続的、持続的に推進していくことが必要です。更に、2010年 4月（平成 22年 4月）のエネルギーの使用の合理化に関する法
律（以下「省エネルギー法」という。）の改正により、エネルギー削減に関する「中長期計画書」の提出義務が課せられ、毎年度１％の削減を求

められています。 
 今回のグリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015 では、各環境配慮の取り組み目標について、６年間に達成可能な中期的目標・年度目
標や各年度の行動計画を具体的に掲げるとともに、附属病院を有しない総合大学（７大学）とのベンチマーキングを実施し、静岡大学における光

熱水量等の現状を把握・評価しました。 
グリーンキャンパス構築指針・行動計画は、2004年（平成16年）に国立大学法人化して以降、６年ごとに策定することとなった中期目標・中期計

画の期間に合わせて策定することにより、中期計画への具体的・実効的な反映を図ることを可能にし、今後も６年ごとに策定を行うことにします。 

このグリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015 を、プランとして終わらせることなく、環境に対する静岡大学のＰＤＣＡサイクルを稼
働させていくために、ステークホルダーの理解を高め、持続的・継続的に地球温暖化防止対策・環境負荷低減対策を推進することを願っています。 

静静岡岡大大学学環環境境配配慮慮のの主主なな取取りり組組みみ目目標標ににつついいてて  

◇◇温温室室効効果果ガガススのの総総排排出出量量をを積積極極的的削削減減  
① 第二期中期目標・中期計画（2010 年度～2015 年度／平成 22 年度～平成 27 年度）期間の最終年度までに、電電気気・・都都市市ガガスス・・水水・・重重油油・・灯灯油油

ののエエネネルルギギーー使使用用量量とと温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（ＣＣＯＯ２２換換算算））の平均値について、22000022 年年度度（（平平成成 1144 年年度度））実実績績のの 1133％％削削減減（（年年平平均均１１％％削削減減））目目標標

をを達達成成すするる。。 
② 京都議定書第一約束期間の最終年度である 2012年度（平成 24年度）までに、電電気気・・都都市市ガガスス・・水水・・重重油油・・灯灯油油ののエエネネルルギギーー使使用用量量とと温温室室効効

果果ガガスス排排出出量量（（ＣＣＯＯ２２換換算算））の 2003 年度～2012 年度（平成 15 年度～平成 24 年度）平均値について、22000022 年年度度（（平平成成 1144 年年度度））実実績績のの 1100％％削削減減

（（年年平平均均１１％％削削減減））目目標標もも併併せせてて達達成成すするる。。→→  22001122 年年度度完完了了時時（（温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（ＣＣＯＯ２２換換算算））総総量量  目目標標 1100％％削削減減／／実実績績 1100．．0033％％削削減減））  

◇◇紙紙使使用用量量のの削削減減  
「グリーンキャンパス構築指針・行動計画 2010-2015」の環境配慮基本計画に基づき、第二期中期目標・中期計画（2010 年度～2015 年度／平成

22年度～平成 27年度）期間の最終年度までに、紙紙資資源源購購入入量量の平均値について、22000033年年度度（（平平成成 1155年年度度））実実績績のの 1100％％削削減減目目標標をを達達成成すするる。。  

◇◇そそのの他他のの取取りり組組みみ  
グリーン購入の継続的な推進、公用車のＣＯ２削減、大学独自の活動推進、生協に係る活動推進などを掲げている。 

環環境境負負荷荷低低減減・・省省エエネネルルギギーー推推進進  

環環境境負負荷荷低低減減・・省省エエネネルルギギーー推推進進  
 静岡大学では、グリーンキャンパス構築指針・行動計画及びエネル
ギー管理マニュアルにて、静岡大学における環境負荷低減・省エネル
ギー推進の目標などを計画（Ｐｌａｎ）し、環境に関する教育・研究

などの事業活動及びエネルギー消費（Ｄｏ）を環境報告書にて評価
（Ｃｈｅｃｋ）し、評価に対する改善・対策（Ａｃｔｉｏｎ）を計画
して、次年度へ繋げています。 

 

 

 

 

 

 

 

環境配慮の取り組み目標、環境配慮計
画及び省エネルギー計画等の策定  

エネルギーの使用の合理化に係る取

組方針や管理標準等の策定  

エネルギー使用量などの集
計、環境配慮計画の取組状況

の確認及び評価・対策 
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エエネネルルギギーー使使用用量量ににつついいてて  

静静岡岡大大学学のの総総エエネネルルギギーー使使用用量量をを見見るるとと、、22001144年年度度（（平平成成 2266年年度度））はは前前

年年度度とと比比較較ししてて００..３３％％減減少少しし、、第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削減減実実

績績はは４４..３３％％減減ととななりりままししたた。。  

総エネルギー使用量の削減率を各使用量別に見てみると、第二期中期目
標・中期計画に基づく削減実績は、電力削減率１.５％減、都市ガス削減率
８.６％減、Ａ重油削減率８４.０％減、灯油削減率１０.３％減であり、全

てのエネルギー種類において削減傾向になっています。 

たただだしし 22001144 年年度度（（平平成成 2266 年年度度））時時点点でで「「第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画」」にに

基基づづくく削削減減目目標標はは、、ＡＡ重重油油以以外外はは達達成成出出来来てていいなないい状状況況でですす。。その主な要因

は、2010 年度（平成 22 年度）の猛暑厳冬、2013 年度（平成 25 年度）の猛
暑により空調設備の消費エネルギーが増加したことに起因するものと考えら
れます。 

これまで取り組んできた省エネルギー意識向上の啓蒙、夏季一斉休暇の実施、空調設定温度の徹底等の継続的推進や LED 外灯の導入、太陽光発
電設備の導入、高効率型空調機器の導入等を計画的に実施するとともに、これまで以上の削減努力、削減推進を継続していくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地地球球温温暖暖化化防防止止ににはは温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの総総量量をを削削減減すするるここととがが重重要要ででああるるここととかからら、、静静岡岡大大学学温温室室効効果果ガガスス排排出出量量のの推推移移をを最最重重要要ポポイインントトとと

ししててチチェェッッククししてていいくく必必要要ががあありりまますす。。 

静静岡岡大大学学のの温温室室効効果果ガガスス排排出出量量（（総総量量））実実績績をを見見るるとと、、22001144 年年度度（（平平成成 2266 年年度度））はは前前年年度度とと比比較較ししてて００..７７％％減減少少ししてていいまますす。。「「第第二二期期中中期期目目

標標・・中中期期計計画画」」にに基基づづくく削削減減実実績績はは６６..６６％％減減ととななっってていいまますす。。温室効果ガス排出量の比率では電力が最も多く、昨年度の使用電力量は増加しまし

たが換算係数の変更、電力以外のエネルギー使用量の減少により温室効果ガスの排出量は微減となりました。引き続き環境負荷低減対策や省エネ
ルギー推進、省エネルギー意識向上の啓蒙などの取り組みを積極的に実施する必要があります。 
 

 

静静岡岡大大学学全全体体のの紙紙資資源源購購入入量量をを見見るるとと、、22001144 年年度度（（平平成成 2266 年年度度））はは前前年年

度度とと比比較較ししてて３３..７７％％減減少少ししてておおりり、、第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画にに基基づづくく削削

減減実実績績はは４４..８８％％増増ととななっってていいまますす。。  
ここ近年、原則電子メール利用によるペーパーレス化、保存書類の電子化、

会議等資料のスリム化やプロジェクターの活用等を含めた電子化の推進など

の取り組みを推進しているところでありますが、2014 年度（平成 26 年度）
は前年に比較して減少しているものの、基準年としている 2003 年度（平成
15 年度）に比較してもまだまだ使用量を削減できていない状況が続いてい

ます。  

 

 

 

静岡キャンパスは、学内の井戸水（井水）を使用し、浜松キャンパスとそ
の他については、市から供給を受ける水道（市水）を使用しています。 

静静岡岡大大学学全全体体のの使使用用量量をを見見るるとと、、22001144年年度度（（平平成成 2266年年度度））はは前前年年度度にに比比

較較ししてて約約６６千千ｍｍ３３使使用用量量がが増増加加ししてていいまますす。。「「第第二二期期中中期期目目標標・・中中期期計計画画」」

にに基基づづくく削削減減実実績績はは６６００..８８％％減減とと目目標標値値ははククリリアアししてていいるるもものののの、、引引きき続続

きき節節水水のの取取りり組組みみをを継継続続ししててゆゆくく必必要要ががあありりまますす。。  
静岡大学はこれまで、漏水チェック、漏水個所の速やかな修理、建物の大

型改修工事や計画的なトイレ改修にあたり、自動水栓、センサー型自動洗浄

型小便器、節水型衛生器具の採用、節水意識向上の啓蒙を積極的に実施して
おり、中期的に水使用量が減少しているのは、このような取り組みの成果と
言えます。 

総エネルギー使用量（GJ） 

  

電力（千 kWh） 都市ガス（ｍ3 ） Ａ重油（ℓ ） 

灯油（ℓ ） 

温室効果ガス排出量（ｔ ） 

紙資源購入量（kg ） 

水使用量（ｍ3 ） 

※昨年度までの H22～H25数値に間違いがありました。（一部下水量を加算していた） 
今年度より修正を行っています。 
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環環境境にに関関すするる教教職職員員・・学学生生活活動動  

 静岡大学附属図書館静岡本館・浜松分館では、2010年 7月から閲覧室への

「「ママイイボボトトルル」」のの持持ちち込込みみをを許許可可し、ペットボトルや缶などの消費削減による
環境負荷低減活動を継続して行っています。 

 また、図書館利用学生モニターと職員との協働で「緑のカーテン」による省
エネルギー活動、節電を行っています。2014年 6月 12日、6月 27日に「「緑緑のの

カカーーテテンン」」の苗植えを行いました。 

静岡本館の５階西側ベランダ（ハーベストルーム）では、ゴーヤ、朝顔、
ケープタウンブルー、夕顔を、浜松分館の１階ウッドデッキ部では、ゴーヤ、
きゅうり、トマト、朝顔、フウセンカズラを静大生と図書館職員が育て、静

岡大学の省エネルギー活動に貢献しています。順調に育ち、「緑のカーテン」
はきれいな花を咲かせて、訪れる人の目を楽しませてくれました。是非、来
年も頑張りましょう！ 

 
 静岡大学の環境に対する取組を大学
内外へ広く紹介するために、2014年 11月 8日、9日に

開催された「「第第 1199回回テテククノノフフェェススタタ iinn浜浜松松」」、2014
年 11月 14日、15日に開催された「「第第４４回回キキャャンンパパスス

フフェェススタタ iinn静静岡岡」」において「環境報告書２０１４」の

冊子を配布しました。 
 また、新入生対象のセミナーにおいて再利用紙（裏
紙利用）を使用したパンフレットの配布を行いました。 

 
 ゴミの分別を指定日に教職員・学生で協力して実施しています。 
 

静岡大学における省エネ施策の一環として「「22001144  静静岡岡大大学学  エエアアココンンフフィィルルタターー清清掃掃キキャャンンペペーーンン」」
（2014年 6月 2日～20日）、「「22001144  静静岡岡大大学学  事事務務用用機機器器待待機機電電力力スストトッッププキキャャンンペペーーンン」」（2014年
12月 1日～12日）を行い、、施設・環境マネジメント委員会から全学構成員に向けて発信しました。待

機電力ストップキャンペーンでは、情報基盤センターの協力でスイッチ付テーブルタップを数量限定です
が配布させて頂きました。 

  
環境サークル「リアカー」は、静岡大学静岡キャンパスで活動するボランティア系サーク

ルの一つであり、静岡大学の公認文化系サークルとなっています。  
これまでの活動では、卒業時に不用となった家具・家電製品の新入生等へのリユースを促

す「「リリササイイくくるる市市」」のの開開催催、、海海岸岸清清掃掃、、古古紙紙回回収収ななどどを行うとともに、静岡大学祭全体の
「ごみの量」を削減するため、他の模擬店に洗洗いい皿皿のの貸貸しし出出ししを行っています。また、様々
な環境イベントの計画などもしています。 

リサイくる市とは卒業生の不要になった家具や電化製品を私たち「リアカー」が無料で回収し、
４月に新入生や留学生に格安販売することを目的として行われるものです。みなさまが（数年程度の）

古古いい家家具具をを長長くく大大切切にに利利用用すするるここととがが地地球球のの未未来来ににもも貢貢献献することになります。このリサイくる市は

静岡大学大谷キャンパス内で行われます。 
家具や電化製品をそのままの形で再利用することは正確にはリユースと呼びますが、よりなじみ

やすい単語であるリサイクルを用いて表現しています。リサイクルは原料や部品の単位で再利用する

ことをさす単語です。  
電化製品に関してはあまりに古いものは消費エネルギーと新製品の製造と旧製品の廃棄にかかる

エネルギーの関係からリユースすることは望ましくない場合もあります。しかし、物物をを大大切切ににすするるとと

いいうう気気持持ちちを持ってほしいという気持ちのもとにリサイくる市を行っています。 
 
 

静岡大学棚田研究会は、静岡県菊川市上倉沢の美しい棚田の景観を守るため、
「NPO 法人せんがまち棚田倶楽部」の方と連携して、棚田保全活動の支援を行
うために２００９年（平成２１年）に設立しました。現役学生３４名、ＯＢ１

２名の総勢４６名が静岡大学棚田研究会に所属し、現在も活発に活動を行って
います。この活動は農林水産省が主催する「「食食とと地地域域のの『『  絆絆  』』づづくくりり」」の平
成２３年度選定事例に選ばれ、棚田研究会の活動をさらに後押しする契機とな

り、静岡大学の名を広く全国に発信することとなりました。 
 
教職員ボランティア組織「静岡大学の環境を考える会」による省省エエネネルルギギーー

啓啓蒙蒙活活動動が行われ、静岡大学の環境配慮活動の一つとして定着しております。 
 
 

 
 教職員ボランティア組織「「静静大大美美化化ボボラランンテティィアアのの会会」」による構構内内美美化化活活動動が行われてい
ます。創造科学技術大学院の三重野教授を中心に、2015年（平成 26年）3月に構内美化を行

いました。 
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環環境境にに関関すするる教教育育活活動動  

静岡大学では、2014年度の環境に関する教育として、全全学学教教育育科科目目でで 4433講講義義、、専専門門科科目目でで 229977講講義義、、計計 334400講講義義を実施しています。環境に関する
教育を通じて、環境負荷低減意識の啓発、環境に関する人材育成に努めています。 

 

EELLSSUU（（EEnnvviirroonnmmeennttaall  LLeeaaddeerrsshhiipp  PPrrooggrraamm  SShhiizzuuookkaa  UUnniivveerrssiittyy））  静静岡岡大大学学環環境境リリーーダダーーププロロググララムム  

（（生生態態系系保保全全とと人人間間のの共共生生・・共共存存社社会会のの高高度度化化設設計計にに関関すするる環環境境リリーーダダーー育育成成））  

【【創創造造科科学学技技術術大大学学院院  鈴鈴木木款款、、カカササレレトト・・ベベアアトトリリスス・・エエスステテララ】】（（作作成成  園園田田秀秀久久））  
このプログラムは、沿岸プロジェクトリーダー生態系と陸域生態系危機・ダメージを保全・修復・再生し、サステ

イナブルな共生型社会構築に向けた環境リーダーの育成が目的です。「２～３年の長期コース」と「海外短期コース」

の両方からなり、長期コースは博士課程に属し、沿岸生態系論、森林生態系論、環境倫理・法律、環境修復工学等の
環境関連の専門科目の講義を英語で学び、フィールド演習、企業と連携した実用プログラム演習、環境ＮＧＯや国・
公共団体との連携による環境保全プログラムの講義・演習等を行い、高度な学位（博士）研究を外部専門家を含めて

指導しています。海外短期コースはアジア・アフリカ諸国で実際に生じている生態系とその関連する環境問題（例え
ば、水、大気、土壌汚染等）を把握し解決するための、現場主義に基づく海外フィールド実習・講義を通じて環境マ
イスターを育成します。本事業の遂行により、環境生態系が本来の姿を取り戻すための人材供給源として国際的にも

高く評価される育成が目標です。育育成成者者のの９９００％％以以上上がが学学術術・・行行政政機機関関等等でで環環境境リリーーダダーー相相当当ののポポジジシショョンンをを得得るるここ

ととがが可可能能ななよよううに支援しています。 
 静岡大学は上記プログラムを 2010年度～2014年度に行い、博博士士課課程程のの留留学学生生２２５５人人をを育育成成しました。 

                            http://environmental-leader.ipc.shizuoka.ac.jp/ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

農農業業環環境境教教育育ププロロジジェェククトト【【農農学学部部  鳥鳥山山優優】】（（作作成成  園園田田秀秀久久））  

静岡大学農学部では、静岡市中山間地域における農業活性化、「一社一村しずおか運動」に連結する農業環境教育プロジェクトとして「農業

環境教育プロジェクト」を２００７年度（平成１９年度）から継続して行っています。 
学生が、農家に行って実際に農作業を手伝い、地区の方々との交流

を持ちながら、農業についてのさまざまなことを感じ、学び、そのな

かで地区の課題や問題を見出し、どのようにしたら解決できるかを考
えていきます。 
この取り組みでは、さまざまな問題を広い視野で捉えることのでき

る「「農農業業環環境境リリーーダダーー」」を育成していくことを目指しています。 
 
※「農業環境リーダー」とは？  

 いま、日本の農村では、過疎化や高齢化がすすみ、さまざまな問題を抱えていると
ころが増えています。過疎の問題などで保全が難しくなった里山の環境保全に関わる
問題を見つけ、解決のためにどのようにしていったらよいかを考えていく力を持った
人材を育てて行きたいと考えています。「農業環境リーダー」とはそれにふさわしい
基準を満たした学生に静岡大学が与える称号です。  
静岡県では「一社一村しずおか運動」を展開していますが、この取り組みでは静岡

大学がその運動の中で一社となり、静静岡岡市市葵葵区区大大代代地地区区と連携をしています。 

 
●●訪訪問問のの日日程程とと３３つつののフフェェーーズズ  

学生は静岡市大代地区での農業作業体験や地域住民との交流の中で、次の３つの段階を順にクリアして行きます。そして最終的には、
農業と環境の問題に対応できる農業環境リーダーを目指します。 

ⅠⅠ体体験験フフェェーーズズ  
１年目は大代地区で年間６回の農村体験（うち４回は１泊２日で、農家に宿泊する）を行います。  

ⅡⅡ  課課題題探探求求フフェェーーズズ  
２年目は農作業の手伝いを継続しながら、一方で学生５～６名と地区住民とでチームを作り、地区の具

体的な問題点とその解決法を考えて行きます。  

ⅢⅢ  環環境境リリーーダダーー養養成成フフェェーーズズ  
Ⅰ、Ⅱ のフェーズを終了した３年目の学生は、農村体験コーディネーターの役割をします。コーディネ

ーターはⅠ、Ⅱ のフェーズの学生にアドバイスをしたり、地域住民とのコミュニケーションの手助けをす
ることでコーディネーターの資質を磨いていきます。また、Ⅱ のフェーズで問題解決のために自らが提案
した解決策に実際に取り組みます。 
この 3 つ目のフェーズでしっかりと学んだ学生は、この大代地区だけでなく、他で同じような問題を抱

えている地区についても、それぞれの問題にどのようにあたるべきかを考えていくことができるようにな
ります。 

●●「「炉炉ばばたた環環境境ゼゼミミ」」  
 農村に宿泊するたびに、民家や地区の集会所で勉強会を開きます。そこでは農業技術、里山保全、歴史文化などのさまざまなテーマ

について話しあいます。この「炉ばた環境ゼミ」では大学教員や地区の方々から話題提供をしてもらいます。 

●●農農業業環環境境リリーーダダーーのの認認定定    
 ３つのフェーズを完了した学生には、大学の教員、地区住民、自分がコーディネーターとなったチームより評価がなされ、その評価

が一定のレベルに達したと認められた時に「農業環境リーダー」と認定されます。環境リーダーはそれにふさわしい基準を満たした学
生に静岡大学が与える称号です。 
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環環境境にに関関すするる研研究究活活動動  

佐佐鳴鳴湖湖のの水水質質にに関関すするる研研究究・・活活動動  【【工工学学部部  戸戸田田三三津津夫夫】】  
静静岡岡大大学学アアメメニニテティィ佐佐鳴鳴湖湖ププロロジジェェククトト  

全国的に水質汚濁湖沼として有名になった静岡大学浜松キャンパス近くの汽水湖「佐鳴湖」（さなるこ）の汚濁解明と浄化対策研究を目的と
して、工学部の旧物質工学科、システム工学科教員を中心に、「静岡大学アメニティ佐鳴湖プロジェクト」を 2003 年 10 月に組織し活動を開始
した。2010年の「７年間の活動報告書」に続き、2011年 3月には一般向け研究紹介冊子を作成、配布した。現在は、ともに品切れだが、前者は

静岡県立図書館、浜松市立図書館、静岡大附属図書館等で閲覧可能で、後者は下記のように静岡大学附属図書館リポジトリからダウンロード可
能となっている。現在の佐鳴湖の状況は、COD 値が 8 ppm 前後で推移しているものの、相変わらず濁りはひどく、水質環境は一進一退を続けて
いる。全国的にニホンウナギの資源枯渇が危惧されて中、佐鳴湖でも漁は芳しくないらしい。しかし、生息魚種が 50 種以上記録されている佐

鳴湖では、魚、甲殻類、鳥などが季節ごとに見られ、多くの生き物が、昼夜活発に活動している。 
「静岡大学アメニティ佐鳴湖プロジェクト〜研究の紹介〜」（2012.3） 附属図書館リポジトリ登録 URL 
http://hdl.handle.net/10297/6678 http://hdl.handle.net/10297/6679 http://hdl.handle.net/10297/6680 

http://hdl.handle.net/10297/6681 http://hdl.handle.net/10297/6682 http://hdl.handle.net/10297/6683 
http://hdl.handle.net/10297/6684 

２２００１１４４年年度度のの調調査査研研究究活活動動ににつついいてて  

アミノ酸安定同位体比分析による佐鳴湖食物網の解析 
佐鳴湖生態系食物網におけるに各生物の栄養段階を判定し、生態系をどのように改善修復し食物網を変化させると

状況が好転するか推定するために、汎用 IRMSで測定可能なアミノ酸安定同位体分析（δ15N分析）法を開発すべく
研究を進め、アミノ酸の N-Z化、COOHのメチルエステル化誘導体の HPLC分取にて可能を見いだした。 

流域水文調査 
水質におよぼす水源の状況、水文（すいもん）構造は極めて重要である。佐鳴湖の水がどこからどれくらい供給さ

れているかを、2013年度は主に段子川について塩水希釈法による調査により考察し、かつて行った安定同位体によ
る流量増加率推計とおおむね矛盾のないデータを得ることができ、流量絶対値の推定を達成した。2014年度は，こ
れまでの夏の調査に加え，春の調査を行った。 

ヤマトシジミの復活活動と，実現した際の影響の推定 
シジミ復活プロジェクト（佐鳴湖シジミプロジェクト協議会）に対して，学生と教員が支援した。 

佐久間ダム，天竜川水域改善 
天竜川本流にはダムが 5つあり，各ダム，とりわけ佐久間ダムでは膨大な堆砂が危急の問題である。ほかにも，ダ

ムによる長期濁水，生物の往来阻害，下流と海域への土砂供給阻害など，すでに天竜川の水産資源や生態系保全関連
のみではすまされないステージに進んできている。その問題解決策の提案も行っている。 

佐鳴湖魚類生息調査  
平成 19年度（静岡県産業部），平成 23年度および 24年度（静岡県浜松土木事務所）を最後に途絶えていた佐鳴

湖魚類調査を，浜松水辺を愛する会とともに行う計画をたてた。（6/6と 9/5に実施予定） 

佐鳴湖周辺外来種捕獲調査 
佐鳴湖周辺に生息する外来種が一部で問題になっている。主な種は，ミシシッピアカミミガメ，ウシガエル，アメ

リカザリガニ，アフリカツメガエル，ブルーギル，オオクチバス，タイリクバラタナゴ，ハクレン，カムルチーであ
る。このうち，ミシシッピアカミミガメ，ウシガエル，アメリカザリガニ，ブルーギル，オオクチバスについては，
捕獲を試みて食用に供すなど対策を考えるワークショップを企画している。（2015年度実施予定） 

 

高高水水温温条条件件ににおおけけるる造造礁礁ササンンゴゴのの白白化化ププロロセセススのの解解明明：：従従来来説説のの誤誤りりをを検検証証  
【【創創造造科科学学技技術術大大学学院院  カカササレレトト・・ベベアアトトリリスス・・エエスステテララ、、鈴鈴木木利利幸幸、、鈴鈴木木款款】】  

エダコモンサンゴを用いた室内実験を行い、高温ストレス下のサンゴ組織内と周囲の海水中の褐虫藻を分析した結果、サンゴの白化現象はこれまで知ら
れていたものとは大きく異なるものであることが明らかになった。 

 
褐虫藻には正常な丸い形態の物だけではなく、葉緑体が分解され色の抜けたもの（Bleached）や細胞自身が凝縮して小さく
なったもの（Shrunken）が観察された。正常な褐虫藻は紫外線を当てると赤い自家蛍光を発するが、凝縮した褐虫藻は蛍光を
持たなかった。これは光合成色素であるクロロフィルを持っていないことを表している。この凝縮した細胞の色素組成を分析す
ると、クロロフィルのかわりにシクロエノールと呼ばれる色素を持っていることが明らかになった。シクロエノールはクロロフィル
の分解により生じるものであるため、凝縮した細胞は何らかの分解により生じたものであると言える。 

これまでサンゴの白化は高水温で褐虫藻が外へ逃げてしまうことで起こると言われていた。し
かし実際に飼育実験を行った結果、この考えは誤りであることが明らかになった。サンゴ組織
内の褐虫藻とサンゴから外へ放出された褐虫藻の数を計測した結果、通常の水温(27℃)では
褐虫藻の放出がみられるが、高水温(32℃)ではほとんど放出がないことが明らかになった。ま

た 27℃で放出された褐虫藻の数は 1日あたりおよそ 1万～2万細胞であるが、サンゴの組織には 1cm2あたり 600万細胞の
褐虫藻が存在し、常に分裂して増殖するため 27℃の飼育では褐虫藻の放出が起こってもサンゴ組織内の細胞数に変化がみ
られない。さらに放出された褐虫藻の大半は凝縮した形態の細胞であった（体内では 1%以下の存在率）。これらのことから、サ
ンゴからの褐虫藻の放出は、健康なサンゴの体内のメンテナンスによるものであり、放出が原因で白化が起こるわけではない

と考えられる。 
 
高水温条件では褐虫藻の放出はほとんど無いのに、なぜサンゴから褐虫藻がいなくな

ってしまうのか。サンゴ組織内の凝縮した褐虫藻の数を数えてみると、高温ストレスを受け
たサンゴでは放出が減る代わりに組織内の凝縮した褐虫藻の割合が大幅に増加していた
（約 20%。健康なサンゴでは 1%以下）。従って白化現象は、サンゴから褐虫藻が逃げることで起こるのではなく、サンゴ体内
で褐虫藻が分解されることで起こることが明らかになった。 

 
サンゴは褐虫藻に栄養塩類を供給し、褐虫藻はサンゴに光合成で得られた有機物を供給する共生関係

を築いている。それなのになぜサンゴは自ら褐虫藻を分解してしまうのか。褐虫藻は高水温条件下で葉緑
体が損傷し再生できなくなることが知られている。損傷した葉緑体からは、クロロフィルが遊離する。クロロフ
ィルは光合成を行うために重要な色素で、葉緑体内に配置されているときは光エネルギーを正常に光合成
機関に受け渡すが、遊離したクロロフィルにはエネルギーの受け渡し先がないために光エネルギーを電子と
して放出する。放出された電子は水中の酸素と反応し、活性酸素を発生させる。活性酸素は酸化力が強く
周囲の細胞（サンゴ）を傷付けてしまう。すなわち高水温条件下で葉緑体の損傷した褐虫藻は、光合成を行
わないだけでなく有害な活性酸素を発生する、サンゴにとって危険な存在である。ところがクロロフィルの分
解産物であるシクロエノールは、光を受けても電子を放出せず、活性酸素を発生させない。サンゴは損傷し
た褐虫藻を分解することで凝縮させ、酸化ストレスを軽減し、残った褐虫藻による光合成産物や触手による
捕食によって水温が正常化するのを待つことで生き延びようとするのだろう。自ら褐虫藻を分解するメカニズ
ムは、サンゴの高温ストレスに対する防御応答であると考えられる。これまでサンゴは白化の被害者であると考えられてきたが、この一連のメカニズムから、
白化現象はサンゴにとっての生存戦略の一部であるのかもしれない。 

27℃ 

32℃ 
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環環境境にに関関すするる社社会会貢貢献献活活動動  

静静岡岡市市とと大大学学のの協協働働制制作作「「南南アアルルププススかかるるたた」」【【創創造造科科学学技技術術大大学学院院・・教教育育学学研研究究科科  熊熊野野善善介介】】  
教育学部の熊野研究室は静岡市の環境創造課と連動して様々な展開を行ってきた。また、熊野は環境審議員を

長く務め、現在、静岡市環境教育推進会議の議長や田辺市長が学長として展開している環境大学のカリキュラム
検討委員、静岡市南アルプス世界自然遺産登録学術検討委員会の委員を長らく務めていることもあり、静岡市の
環境教育に関ってこれまでも連携を密に行ってきた。本報告は 2014年度に、静岡市環境創造課より依頼され、南

アルプス国立公園指定 50周年の記念・ユネスコエコパークに登録された記念として、「「南南アアルルププススかかるるたた」」の制
作を行った。 
内容は、理科と環境教育のために大変役に立つものであるので、熊野が担当している「理科教育法Ｉ」の受講

者（社会科教育・国語教育・音楽科教育・美術教育・家庭科教育の学生が中心）約 110 名とともに、ボランティ
アによる南アルプスかるた委員会を立ち上げ、2014年 4月から約 4か月間かけて完成させた。 
作成にあたってのコンセプトは、以下の通りであった。 
【目的】 南アルプスのこと、エコパークのことを楽しく学べる学習教材とする。３県 10 市町村の自然・文化・特産品などを題

材に 43 首を作成する。また、南アルプスをみんなで守ろうという想いをこめた標語１首を作成し、これを「南ア
ルプス宣言」とする。大学生と協働で 44 首の作成、札絵の作成を行う。また、キーワードについて学ぶことがで
きる解説本を、学術委員等に監修していただき作成する。 

【内容】 エコパーク構成資産（３県の自然・文化・特産）などを題材にした 43 首＋南アル
プス宣言１首の計 44 首を作成する。 また、それぞれの句を詳しく解説する
コメント集を作成する。 

7月 19日にホテルセンチュリー静岡４階クリスタルルームにおいて南アルプス国

立公園指定 50周年記念「南アルプスこども未来フォーラム」が開催され、静岡市
民対象に「南アルプスかるた」の紹介がなされた。また、静岡科学館る・く・る
においても「南アルプスかるた」大会が開催され、大変好評であった。 

特に、ボランティアで作成を行ってくれた静岡大学の教育学部２年の学生と市内の 
小学生が、ともに「南アルプスかるた」で遊びあう様子は、静岡市民が今後ともに南アルプスを大切にしようとする意識の高揚につながり、南ア
ルプスのユネスコエコパークの価値を学ぶ大切な教材が、静岡市環境政策課と静岡大学の学生・教員の協力で完成できたことは、歴史的な成果で

あるといっても過言ではないだろう。 

学学生生にによよるる小小学学生生対対象象  「「天天文文教教室室」」  
地学研究会では毎年，小学生対象の「「夏夏のの地地球球教教室室」」「「冬冬のの天天文文教教室室」」を開催し、地域の子供達の自然への興

味を引き出す活動を行っています。２０１４年の「冬の天文教室」は、１２月８日の夕方から行われました。 

当初１０組の親子が参加予定だったところ，大寒波で当日多くのキャンセルがあり残念でしたが、悪天候の中
来て下さった２組の親子には、星座と神話を題材にした演劇、望遠鏡作りやプラネタリウムと盛りだくさんの２
時間を楽しんでもらえました。 

地地域域連連携携応応援援ププロロジジェェククトト事事業業  

（（沼沼上上資資源源循循環環セセンンタターー啓啓発発施施設設ととのの連連携携事事業業））  
２０１２年度（平成２４年度）、２０１３年度（平成２５年度）に

静岡大学地域連携応援プロジェクト事業として、沼上資源循環センタ

ー啓発施設との連携事業を行いました。 
２０１４年度（平成２６年度）は連携事業としての講座は実施して

いませんが、技術部の方を講師として講座を行いました。 

 
 

学学生生にによよるる防防犯犯パパトトロローールル  
静岡キャンパスは、起伏に富んだ広大な敷地に豊富な自然環境を残し環境負荷軽減に努める計画としていま

す。樹木も計画的に残し、夜間外灯等も必要最小減としているため、キャンパス周辺では夜間において、都心
部のような明るさは確保できていません。そこで、学生自身の防犯意識を高めることと、不審者等への牽制と
なることを目的として、体育会系及び文化系サークル（部活動）員による夜間の防犯パトロールを夏期と冬季

に行っています。 

静静岡岡キキャャンンパパスス「「どどんんぐぐりり拾拾いい」」  
静岡キャンパスの豊富な自然環境を

課外授業の場として地域に開放し、幼

稚園児・小学生が訪れて「どんぐり拾
い」などを楽しんでいます。 
 

 
 
 

ササイイエエンンススカカフフェェ  
 
  

－－静静岡岡キキャャンンパパススのの材材料料をを使使用用ししたた  

どどんんぐぐりり細細工工－－  

キャンパスで拾ったドングリやマツ

ボックリで作ってみました。 

（教育学部 新妻 廣美） 
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環環境境報報告告書書２２００１１５５のの外外部部評評価価  

龍龍谷谷大大学学  農農学学部部  教教授授  佐佐藤藤  龍龍子子  

静岡大学が「エコ大学ランキング」で「５つ星エコ大学」に選ばれましたこと、おめでとうございます。『環境報告書２０１１』

の第 15回環境コミュニケーション大賞（環境配慮促進法特定事業者）受賞、平成 25年度静岡県地球温暖化防止活動知事褒章の受

賞など、着実に静岡大学の環境に対する取り組みがすすみ、それらが広く認められていることに敬意を表します。 

『環境報告書２０１５』を拝見して、教育・研究・社会活動のさまざまな分野で環境に対する取り組みが一層すすんでいること

が分かりました。たとえば、「環境リーダー育成プロジェクト」「農業環境教育プロジェクト」、環境に関する科目を 350開講し

ていること、附属小学校、中学校の方の「こども環境作文コンクール」の受賞など、大学のみならず附属校も含めた幅広い取り組

みが瞠目に値します。また、生物多様性の観点から、キャンパスに生息する生物の写真が掲載されていますが、コメントも面白く、

全体として読みやすく、ソフトな印象を与える環境報告書になっています。 

さて、2015 年 11 月には「パリＣＯＰ21」が開催されます。アメリカと中国の主要都市が温室効果ガス排出の削減に向けて野心

的な約束をしたと在日フランス大使館ＨＰは掲載していましたが、今後の行方を注視してまいりましょう。  

静岡大学の 2014 年度の「エネルギー使用量」と「温室効果ガス排出量」は対前年度比で、それぞれ 0.3％、0.7％削減しました

が、目標とする年平均 1％には至りませんでした。新校舎の建設など様々な事情があったと思いますが、目標をかけ声やお題目で

終わらせないためには、さらなる工夫や実行が求められます。 

たとえば、夏の一斉休暇です。法人化以降、一部の国立大学は長くなりましたが、多くの私立大学は一斉休暇が 5～7 日以上あ

ります。この間は基本的に、誰も出勤しません。真夏の暑いさなかですから、電力使用量が激減します。1％削減を達成するため

には、制度の見直し等が必要かもしれません。 

また、すばらしい環境報告書ですので、今後はダイジェスト版でいいので英語版を作成してはいかがでしょうか。アジアブリッ

ジプログラム（注１）など静岡大学の国際化の進展には、環境の視点も欠かせないと思います。全世界の方々に向けた発信をご検

討ください。 

 
注１：アジアブリッジプログラム ＝ Shizuoka University Asia Bridge Program（ABP-SU） 

    静岡大学のアジアブリッジプログラム(ABP-SU)は、国際展開をする静岡県の企業、並びに自治体との連携の下、静岡とアジア諸国の架け橋として活

躍する「理工系の専門性+経営学的思考、文系の専門性+理工学的思考を持つ技術と経営を俯瞰できる中核・中堅人材の育成」を目的とし、 県内企業が多

く進出する、タイ、インドネシア、ベトナム、インドを重点地域とし、優秀な学生の募集、育成、人材輩出を通して、静岡の地域と産業の国際活動の活

性化への貢献を目指す留学生プログラム。   http://www.abp.icsu.shizuoka.ac.jp/ 
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◎表紙・裏表紙について【静岡大学 静岡キャンパス 航空写真 】 
 
静岡キャンパスは、約４５万㎡（東京ドーム約９０個）の広さと高低差６２ｍを有する起伏に富んだ広大な敷地

の中に豊かな自然環境が残り、生物多様性の宝庫となっています。 
この豊かな自然環境を貴重な資源として保全し、環境学習のフィールドとして、地域に広く開放しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


